
ス
あ
侠

井
挽

「
安
全
運
転
を
」
と
手
作
り
の
花
を
贈
る
み
ず
な
ぎ
学
園
生

！
”
申
串
牟
”

茅
中
車
串
串
お
申

一申
貯
一
中
申
一
中
キ
中
”
中
孝
却

六
藤
村
友
博
国
長
）
が
十
日
、

近
　
ワ
ー
三
菖
本
と
チ
ラ
シ
を
、

一通
一竹

く
の
国
道
三
七
号
線
鹿
原
バ
ス
停

事
の
運
転
者
ら
に
配
り
、

安
全
連

対
軸
い
が
暖
樋

安
全
キ

ヤ

ｔ
ン
ペ ‐
卜

！転
鵡
押
覗
動
的
立
中
日
．

ォ
ト
ｒ

▽
≡
黄
色
い
た
す
き
を
掛
け
た
　
ベ
ル
ト
の
着
用
状
況

も
調
べ
た

固
生
三
十

一
人
を
は
じ
め
、

応
援

が
、

着
用
率
は
二
六
％
だ
っ
た
。

郷
性
‐ｌｆ
の
合
成
洗
刺
通
及
江
動
を
支
え
る
同
市
距
原
、

社
会
ｆｌｔｉ
机
法
人

「
み
ず
な
き
■
田
」

（
球
料
及
け
国
民
）
の
粉
せ
っ
け
ん
製
造
が
帆
道
に

来
り
出
し
、

こ
と
し
か
ら
Ｒ
庄
に
取
り
組
む
。

―‐…と―
生
の
白
ヤ
喧
生
と
ヽ
坤
的
れ
を
汚
湖
か
ら
守
る
市
ぐ
る
み
の
課
題
に
消
費
苫
の
問
力
の
愉
が
広
が

っ
て
き
た
こ
と
を
出
張
に
し
て
の
Ｒ
症
だ
。

卸
＝
湾
は
湾
日
が
狭
く
、

外
海
か

ら
の
湖
の
空
流
が
感
い
。

五
十
、

五

十
一
年
に
は
本
削
が
大
批
発
生
し
い

魚
類
に
大
き
な
被
害
を
出
し
た
。

そ

の
後
、

市
連
合
婦
人
会
、

生
活
学

校
、

捜
漁
協
婦
人
部
が

一
般
家
庭
な

ど
の
生
活
排
水
Ｌ
共
に
大
賦
に
流
れ

込
む
合
成
洗
剤
追
放
に
立
ち
上
が
っ

た
。

粉
せ
っ
け
ん
は
大
手
メ
ト
カ
ト

一

え
、

月
庄
平
均

一
・
八

≡‐
に
ま
で
こ

一

ぎ
つ
け
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

み
ず
な
ぎ
ヤ
田
で
は
昨
年
十
二
月

・

か
ら
舛
例
市
在
住
の
保
超
告
宅
、

職

一

氏
化
の
計
九
十
ば
に
粉
せ
っ
け
ん
を

一

置
き
、

製
造
元
に
な
ど
ま
ら
な
い
日

一

■
販
売
を
慎
紅
化
し
て
い
る
。

こ
れ

ま
で
け
せ
っ
け
ん
拠
池
の
作
准
に
「

粉せ っけんの数選と取 り組む囲生たち
=郷 縄T行鹿原、みずなざ弓を園で

1夫_パ上フラワエ配り夏打
「交通安全お願い」

舞鶴の国道でみずなぎ学園生 ェキ|

本
格
的
な
海
水
浴
シ
ー
ズ
ン
を

前
に
十
日
、

舞
鶴
市
東
地
区
の
国

道
で
、

障
害
者
が
ペ
ー
パ
ー
フ
ラ

フ
ー
を
配
っ
て
交
通
安
全
運
動
に

一
役
買
い
、

海
浜
で
は
舞
鶴
東
署

の
救
助
訓
練
が
は
じ
ま
り
、

安
全

意
識
を
高
め
た
。

交
通
安
全
運
動
は
、

同
市
小
倉

の
国
道
２７
号
で
、

近
く
の
精
神
薄

弱
者
一史
生
授
産
施
設

「み
ず
な
ぎ

学
園
」
の
園
生
二
十

一
人
と
舞
鶴

東
交
通
安
全
協
会
婦
人
部
会
員
四

人
が
参
加
。

国
道
を
通
過
す
る
ド

ラ
イ
バ
ー
に
、　

一
生
懸
命
作
っ
た 主

句瑠側辮‐造花型一

全

轟

安

舞

て

く
つ
生

配

園

一乞
る

カ
キ
ツ
バ
タ
の
ベ
ー

パ
ー
フ
ラ
ワ

ト
三
百
三
十
三
本
を
手
度
し
た
。

ベ
ー
パ
ー
フ
ラ
ワ
ー
は
鮮
や
か
な

紫
色
。茎

に
は
固
生
が
考
え
た
「飲

ん
だ
ら

″歩
く
人
″
」
な
ど
の
韓

語
し
お
り
が
情
い
て
お
り
、
ド
う

イ
バ
ー
は

「忙
し
い
路
も
こ
の
花

を
見
て
気
を
鎮
め
ま
す
」
と
心
温

ま
る
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
ど
ん
で
い

た
。

舞鶴の「みずなぎ学園」

期
麓
懃
ヂ
審
趨
髄
ず


